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研究成果の概要（和文）：全国の保健師を対象とした質問紙調査より、日本の保健分野における政策移転（事業
実装、先進優良事例の横展開）の実態と課題を明確にした。次に、その結果と先行研究の知見に基づいて、先進
優良事例をエビデンスとして、その適用可能性検討し、事業の採用/導入に至る事業実装の展開モデル7段階を構
築した。さらに、その展開モデルに沿ってオンラインで学ぶナラティブベースのシミュレーションプログラム
「エビデンスに基づく事業実装の能力開発トレーニング3回コース」、および評価指標として信頼性・妥当性を
確保した事業実装点検シート5分類31項目を開発し、それらの活用を推進するプラットフォームとなるWEBサイト
を構築した。

研究成果の概要（英文）：From a Nationwide survey of public health nurses, we clarified the actual 
conditions and issues of policy transfer (program implementation, best practice/policy transfer) in 
the health sector in Japan. Next, based on the results of the survey and the findings of previous 
studies, we examined the applicability of the advanced best practices as evidence, and developed a 
seven-step program implementation model that leads to the adoption/introduction of the program. In 
addition, we developed the Capacity Development Training Course for Evidence-based Program 
Implementation, an online narrative-based simulation program that follows the development model, as 
well as the following evaluation indicators we developed the Implementation Degree Assessment Sheet 
for Health Program in Japan with 31 items in 5 categories, ensuring reliability and validity, and 
constructed a website that serves as a platform to promote the use of these items.

研究分野：公衆衛生看護学

キーワード： 実装科学　保健師　事業実装力　政策移転　先進優良事例の横展開　Evidence Based Practice　シミュ
レーションプログラム開発　尺度開発

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
行財政改革の中，新規事業の予算化や拡大が困難であり、限られた条件下でいかに効果的･効率的かつ包括的に
政策を展開するかが問われているという課題に対し、本研究が開発した「事業実装の展開モデル」は、日本の文
脈に応じてエビデンスに基づき効果的・効率的に事業を展開するための指針となる。さらに、経験年数に関わら
ず調査研究能力や研究成果活用力が低いという保健師の課題に対し、本研究が開発したプログラム「エビデンス
に基づく事業実装の能力開発トレーニングコース」と、「事業実装点検シート」、およびそれらの活用を推進す
るプラットフォームとなるWEBサイトは、現場の事業実装の能力開発を推進するために活用できる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通）  
 
１．研究開始当初の背景 
(1) 自然災害や新興の感染症の勃発および非感染性疾患等の増加に伴い公衆衛生行政が担う役
割が増大・高度化している。しかし行財政改革の中，新規事業の予算化や拡大が困難であり、
限られた条件下でいかに効果的･効率的かつ包括的に政策を展開するかが問われている。 

(2) 行政として「正しいことを正しく行う」には、エビデンスに基づく保健医療（Gray 2008）
の展開が必須であるが、研究成果の政策への活用は十分ではなく（武村 2017）、具体的な示
唆を与える研究も少ない（松浦 2010）ことが課題となっている。 

(3) 公衆衛生分野の政策移転研究は少なく、日本の文化・慣習や地域の特性、自治体の実情など
日本の文脈に応じた効果的な方法論の開発が急務である。これには近年発展を遂げている学
問領域の普及と実装科学（D＆I）の知見を活用できる可能性がある。 

(4) 公衆衛生の第一線で活動する保健師の力量を例に挙げると、経験年数に関わらず調査研究能
力や研究成果活用力が低いという課題がある（岡本ら 2017）。これは、エビデンスに基づく
活動展開に必要な力量形成の方法と仕組みを早急に構築する必要性を示唆している。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、地域の人々の健康増進および公衆衛生の向上に資する自治体の活動が、研究
成果や実践知をエビデンスとして、効果的・効率的、かつ包括的に展開されるよう、政策移転モ
デルを構築し、それを普及する活用推進プラットフォームを開発することである。政策移転 
Policy Transfer とは、現在や過去に形成された政策や制度、行政手続き、考え方に関する知識
が、別の政治下の発展に活用される過程である（Dolowitz, Marsh 2000）が、本研究において
は、日本の保健分野における「事業実装 Program Implementation」の範囲を扱い、その中でも
「先進優良事例の横展開 Best Practice/Policy Transfer」に焦点をあてることとした。  

 
A) 実態と課題の明確化：日本の保健分野における事業実装、先進優良事例の横展開が、現場で
どのように行われているのか、その実態と課題を全国調査により明確にして、求められるモ
デルや力量形成の方向性を明確にする。 

B) 事業実装の展開モデル：先進優良事例をエビデンスとして、その適用可能性検討し、事業の
採用/導入に至る事業実装の展開モデルを構築する。 

C) 活用推進プラットフォーム：①事業実装の展開モデルを学習し、その力量、事業実装力を向
上するためのプログラムと教材、および②評価指標を開発し、③活用推進のプラットフォー
ムとなるWEBサイトを構築する。 

 
３．研究の方法 
(1) 実態・課題明確化のための全国調査（目的 A）：全国の都道府県・保健所設置市の本庁・保健
所に勤める保健師を対象とした郵送自記式質問紙調査を実施した． 

(2) 事業実装力の評価指標の開発（目的 C②）：D&I 研究で最も活用されている（Mazzucca et 
al., 2018）実装研究統合枠組み（CFIR，Damschroder et al.,2009）を日本の保健事業の実
装を点検できるように研究班で協議・カスタマイズし事業実装点検シート 5分類 31項目を
作成し，調査で信頼性・妥当性を検証した。 

(3) 事業実装の展開モデルの構築（目的 B）：実装科学の枠組み 4段階（Chambers et al, 2020）
と政策移転の学習導出 10段階（Rose, 2005）、および CFIRをもとに研究班で協議し、7段
階の事業実装展開モデルを考案した。 

(4) 事業実装力向上プログラムの開発（目的 C①）：7段階の事業実装展開モデルに沿って、オン
ラインで学ぶナラティブベースのシミュレーションプログラム「エビデンスに基づく事業実
装の能力開発トレーニングコース Capacity Development Training Course for Evidence-
based Program Implementation on Public Health Nursing and Community Health：EPI
（えぴ）トレ」3回コースを開発した。 

(5) プラットフォームとなる WEB サイトの構築（目的 C③）：事業実装の展開モデル、えぴト
レ、事業実装点検シートが活用できるWEBサイトを構築した。 

 
４．研究成果 
(1) 実態・課題明確化のための全国調査（目的 A）：協力施設 185（55.4%）、回収 709（73.4%）、
有効回答 702（72.7%）であった。 
 事業実装における保健師の重要度の認識は高いものの、それに比し実施度は低く、キャ
リアレベル別の特徴に応じた能力開発や体制整備の必要性が示唆された。 

 先進優良事例の横展開実施経験は半数に満たないものの、今後の実施意志は高く、関連
要因より職場単位での体制整備が重要であることが明らかになった。 

 事業実装力は新任期・6年以上・役職有の順に高値を示した。事業実装力の向上には全
群において省察的実践力・専門性発展力・研究成果活用力が影響することが確認された。 

主に上記のような実態と課題が明らかになった。  



(2) 事業実装力の評価指標の開発（目的 C②）：下記の事業実装点検シートが開発された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(3) 事業実装の展開モデルの構築（目的 B）：下記の事業実装展開モデルが考案された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   

ポピュレーションの健康課題を解決するために

エビデンスに基づく事業を導入する

①事業新設/改善
の必要性明確化

④先進優良事例
のエビデンス確認

②関係者間で必
要性共有/始動

③先進優良事例
を選択

⑤採用決定/適
用準備

⑥実施の成功可
能性を向上

⑦実施後の成果
評価

図 事業実装の定義とプロセス(①～⑦)
■ポピュレーションの健康課題を解決するために①事業の新設/改善の必要性を明確化し、②関係者間で共有し導入に向けて始動する。
■エビデンスに基づく事業を導入するために、③先進優良事例を選択し、④そのエビデンスを確認する。
■⑤採用する先進優良事例を決定し適用に向けて準備し、⑥実施の成功可能性を向上させる。
■⑦実施後の成果を評価し、健康課題解決への寄与を確認する。

 



(4) 事業実装力向上プログラムの開発（目的 C①）：下記のえぴトレ 3回コースが開発された。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
(5) プラットフォームとなるWEBサイトの構築 
（目的 C③）：下記の事業実装と横展開の公 
衆衛生看護技術のサイト  
https://www.phn-waza.com/  を開設した。 

 
※2020～2022年度のコロナ禍の影響を受け、 
本研究は当初の構想より遅れており、研究 
 成果の投稿論文には投稿中、投稿準備中の 
 ものがある。公表され次第WEBサイトに 
 も反映する予定である。 
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